
オリエンタル酵母の低酸素領域イメージング用モデル動物
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Hypoxia responsive element - Oxygen dependent degradation domain - Luciferase 
Transgenic Mouse

低酸素領域イメージング用モデルマウス

ODD-Tg Mouse

特　長
・低酸素応答性プロモーターHREを用いた

　低酸素領域イメージング用モデルマウス

・癌，虚血部位の化学発光を可視化する

　ことによりイメージングが可能

・癌や虚血部位の発症時期や病変部位の

　経時的変化を個体レベルで確認可能

用　途
・腫瘍内低酸素環境の個体レベルでの

　基礎研究ツール

・腫瘍内低酸素環境で薬効を示す

　抗がん剤の開発ツール

・低酸素病変部位の可視化に基づく虚血性

　疾患治療薬の開発ツール

・各種化学物質の発がん性作用の

　評価ツール etc.

仕　様

・遺伝的バックグランド：　FVB/N　Jcl

・微生物グレード：　弊社SPFグレード

・供給週齢：　5-10週齢

・供給条件：　片性のみ

5 x HRE
CMVmp

NLS ODD Luciferase

ODD-Tg Mouseの発現カセットの構造

HRE：Hypoxia responsive element（低酸素応答性プロモーター）

ODD：Oxygen dependent degradation domain

CMVmp：CMVミニマムプロモーター NLS：核局在シグナル

（HIF-1αの酸素濃度依存的分解ドメイン）


